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国
有
林
で
は
、
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
し
、

森
林
浴
や
自
然
観
察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に

適
し
て
い
る
地
域
を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
」
と
し
、
多
く
の
方
の
保
健
休
養
の
場
と
し

て
い
ま
す
。

中
で
も
特
に
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し
、
観

光
資
源
と
し
て
魅
力
あ
る
箇
所
は
、
林
野
庁
が

平
成
29
年
度
に
「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国

有
林
」
に
選
定
し
て
い
ま
す
。
関
東
森
林
管
理

局
管
内
で
は
15
箇
所
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
展

望
台
等
か
ら
の
眺
望
を
確
保
す
る
た
め
の
修
景

伐
採
、
歩
道
の
整
備
、
多
言
語
に
よ
る
標
識
類

の
設
置
やW

e
b

サ
イ
ト
の
整
備
を
重
点
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
茨
城
県
の
奥
久
慈
自
然
休

養
林
や
群
馬
県
の
野
反
自
然
休
養
林
、
東
京
都

の
高
尾
山
自
然
休
養
林
で
歩
道
や
多
言
語
看
板

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
県
の
飛

竜
橋
自
然
観
察
教
育
林
・
千
石
平
風
致
探
勝
林

で
修
景
伐
採
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
「
野
反
自
然
休
養
林
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

野
反
自
然
休
養
林
は
、
群
馬
・
長
野
・
新
潟

の
３
県
の
県
境
に
位
置
し
、
２
，
０
０
０
ｍ
級

の
山
々
、
森
林
、
草
原
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

自
然
景
観
を
有
し
、
野
反
湖(

標
高
１
，
５
１

３
m)

が
中
心
に
位
置
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
「
天
空
の
水
面
に

か
が
や
く
森
と
花
園
～
野
反
湖
～
」
で
す
。

野
反
湖
は
、
水
力
発
電
を
目
的
と
し
て
１
９

５
６
年
に
建
設
さ
れ
た
日
本
初
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ダ
ム
（
土
や
岩
石
を
盛
り
立
て
て
造
ら
れ
る

ダ
ム
）
に
よ
る
人
造
湖
で
す
。
湖
水
は
信
濃
川

水
系
に
属
し
、
日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。

野
反
湖
の
周
囲
は
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ノ
ゾ
リ
キ
ス
ゲ
、
コ
マ
ク
サ
等
、

３
０
０
種
類
を
超
え
る
高
山
植
物
の
宝
庫
で
、

春
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

秋
に
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
等
の

亜
高
山
帯
の
森
林
が
見
事
に
色
づ
き
。
燃
え
る

よ
う
な
紅
葉
が
鮮
や
か
に
湖
面
を
彩
り
ま
す
。

野
反
湖
周
囲
の
歩
道
は
「
遊
歩
道
百
選
」
、

湖
自
体
も
「
ダ
ム
湖
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。野

反
自
然
休
養
林
へ
は
、
車
で
気
軽
に
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
、
休
憩
所
や
展
望
台
、
案
内
所

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
湖
畔
を
周
回
す
る
遊

歩
道
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
散
策
を
楽
し
め
ま
す
。

駐
車
場
か
ら
湖
畔
に
向
か
う
遊
歩
道
の
一
部

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
昨
年
、
木

製
の
階
段
と
手
す
り
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
の
紹
介

計
画
保
全
部

保
全
課

多言語看板 ↑
※グレーの部分にスマートフォンをかざせば、

英語、中国語、韓国語、日本語で音声案内

修景伐採前

（飛竜橋自然観察教育林）

修景伐採後

（飛竜橋自然観察教育林）

野反自然休養林の遠望

新たに整備した木製階段



平
成
30
年
度
は
、
多
言
語
の
案
内
板
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。
訪
れ
る
皆
様
に
よ
り
分
か
り

や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
内
容
も
工
夫
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

湖
畔
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
５
月
上
旬

か
ら
11
月
中
旬
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
バ
ン
ガ

ロ
ー
エ
リ
ア
と
テ
ン
ト
エ
リ
ア
が
あ
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
め

ま
す
。

周
辺
に
は
草
津
温
泉
や
四
万
温
泉
等
、
多
数

の
温
泉
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
日
帰
り

観
光
が
楽
し
め
ま
す
。
冬
季
は
積
雪
の
た
め
閉

鎖
さ
れ
、
半
年
間
の
眠
り
に
つ
き
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
で
は
、

訪
れ
る
皆
様
が
快
適
か
つ
安
全
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
環
境
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
福
島
県
の
ブ
ナ
平
自
然
観

察
教
育
林
や
御
池
森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
、
茨
城
県

の
奥
久
慈
自
然
休
養
林
、
群
馬
県
の
武
尊
自
然

休
養
林
、
東
京
都
の
高
尾
山
自
然
休
養
林
、
神

奈
川
県
の
丹
沢
自
然
休
養
林
、
静
岡
県
の
飛
竜

橋
自
然
観
察
教
育
林
・
千
石
平
風
致
探
勝
林
や

奥
浜
名
自
然
休
養
林
な
ど
で
、
修
景
伐
採
、
歩

道
や
多
言
語
看
板
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
に
関

す
る
情
報
は
、
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
「
日
本
美
し
の
森
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
）
」
を
選
択
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
旅

の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（３）平成３０年６月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１６８号

今
月
の
表
紙

希
少
個
体
群
保
護
林
（
瀬
尻
ホ
ソ

バ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ほ
か
）

天
竜
森
林
管
理
署
管
内
に
は
、
原
生
的
な

森
林
生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、

動
植
物
の
保
護
等
を
目
的
と
す
る
保
護
林
が

８
箇
所
設
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
う
ち
の
７

箇
所
が
希
少
個
体
群
保
護
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

瀬
尻
ホ
ソ
バ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
は
、
浜
松

市
天
竜
区
龍
山
町
の
瀬
尻
国
有
林
に
設
定
さ

れ
て
い
る
希
少
個
体
群
保
護
林
に
自
生
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
保
護
林
は
人
工
林
の
成
長

に
伴
い
光
環
境
の
改
善
が
必
要
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
保
護

林
検
討
会
議
で
の
検
討
を
重
ね
、
平
成
28
年

度
に
上
層
木
の
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

「
岩
岳
山
ア
カ
ヤ
シ
オ
・
シ
ロ
ヤ
シ
オ
」

は
、
浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
の
岩
岳
山
周
辺

の
国
有
林
に
設
定
さ
れ
て
い
る
希
少
個
体
群

保
護
林
に
自
生
す
る
も
の
で
す
。

ど
ち
ら
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
頃
に

開
花
し
、
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

高尾山自然休養林のもみじ台園地 奥久慈自然休養林の

日本三名瀑・袋田の滝

ブナ平自然観察教育林のブナ林

ダケカンバ林とシラネアオイ

（野反自然休養林）

野反湖とノゾリキスゲ

（野反自然休養林）
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小
笠
原
諸
島
は
、
東
京
の
南
南
東
約
１
０
０

０
㎞
に
位
置
し
、
週
一
回
の
定
期
船
「
お
が
さ

わ
ら
丸
」
で
所
要
時
間
24
時
間
で
す
。
父
島
を

は
じ
め
、
30
余
り
の
小
さ
な
島
々
か
ら
な
り
、

総
面
積
は
１
０
，
４
３
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

こ
れ
ま
で
一
度
も
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た

こ
と
が
な
く
、
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
貴
重
な

動
植
物
が
数
多
く
生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
に
は
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

一
方
で
個
々
の
島
々
が
小
面
積
で
あ
る
が
故

に
人
間
活
動
や
外
来
種
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

島
独
自
の
生
態
系
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
な
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
は
、
小
笠
原
諸
島
の
国
有

林
６
，
６
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
管
理
し
て
お
り
、

そ
の
84
％
に
当
た
る
５
，
５
７
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
平
成
19
年
に
「
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保

護
地
域
」
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、
林
野
庁
が
全
国

各
地
に
設
定
し
て
い
る
保
護
林
の
一
種
で
、
我

が
国
を
代
表
す
る
原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
貴

重
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
森
林
を
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
に
は
、
小
笠
原
諸
島
の
原
生
的
な

自
然
を
劣
化
さ
せ
ず
後
世
に
残
す
と
と
も
に
、

人
間
活
動
等
に
よ
り
劣
化
し
た
自
然
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
科
学
的
な
保
全
・
管
理

を
行
っ
て
い
く
上
で
の
指
針
と
な
る
保
全
管
理

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
森
林
生

態
系
保
護
地
域
へ
の
無
秩
序
な
入
り
込
み
に
よ

る
植
生
衰
退
が
進
ま
な
い
よ
う
、
立
入
り
は
指

定
し
た
ル
ー
ト
に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
利
用

講
習
会
を
受
け
た
者
の
同
行
を
条
件
と
す
る
な

ど
、
新
た
な
利
用
ル
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

利
用
講
習
会
で
は
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域

に
立
ち
入
る
際
の
き
ま
り
や
指
定
ル
ー
ト
の
種

類
、
固
有
種
の
保
護
・
保
全
、
外
来
種
駆
除
・

拡
大
防
止
に
関
す
る
啓
発
、
安
全
対
策
や
関
係

法
令
等
に
つ
い
て
、
担
当
官
か
ら
説
明
し
、
適

正
な
森
林
利
用
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。利

用
講
習
会
は
、
現
地
の
父
島
・
母
島
だ
け

で
な
く
、
関
東
森
林
管
理
局
東
京
事
務
所
で
も

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
受

講
者
数
は
、
小
笠
原
の
森
林
で
活
動
す
る
島
民

や
環
境
教
育
指
導
者
、
自
然
ガ
イ
ド
、
調
査
・

研
究
者
な
ど
、
５
千
人
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

利
用
講
習
会
の
受
講
希
望
は
、
メ
ー
ル
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
関
東

森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

t
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w
.
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）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
光
旅
行
で
小
笠
原
諸
島
を
訪
れ
る
方
が
森

林
生
態
系
保
護
地
域
に
立
ち
入
る
際
は
、
利
用

講
習
会
を
受
講
し
た
ガ
イ
ド
等
に
同
行
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
利
用
ル
ー
ル
へ
の
御
理
解
、
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
利
用
講
習
会
に
つ
い
て

計
画
保
全
部

計
画
課観光客への普及啓発活動

利用講習会を受講したガイドによる説明

利用講習会

指定ルートを歩く観光客
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高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

多
く
の
方
に
森
林
や
林
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
森
林
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
高
尾

山
の
国
有
林
を
活
用
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
30
年
度
の
春

期
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
】

今
年
度
第
１
回
目
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
を
５
月

19
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
一
般
公

募
し
、
29
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
森
林
・
自
然
環
境
技
術
者
教
育

会
会
長
の
桜
井
尚
武
先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
、

午
前
中
、
森
林
の
多
面
的
機
能
や
日
本
の
森
林

植
生
の
お
話
、
森
を
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
の
か
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
、
幅
広
く
丁
寧
に

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
高
尾
山
に
登
り
な
が
ら
樹
木
の
特

徴
や
人
工
林
の
育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
カ
レ
ッ
ジ
生
か
ら
は
、
「
様
々
な
角
度
か

ら
森
林
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
今
後
も
林

業
に
つ
い
て
学
び
た
い
」
等
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
森
林
カ
レ
ッ
ジ
は
、
７
月
、
10
月
、

１
月
に
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

【
森
林
教
室
】

教
育
機
関
等
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
実
施
し

て
い
る
森
林
教
室
は
、
春
期
は
８
回
実
施
し
ま

し
た
。
４
月
26
日
に
中
央
区
立
佃
島
小
学
校
５

年
生
１
１
５
名
、
５
月
17
日
・
18
日
に
横
浜
市

立
谷
本
小
学
校
６
年
生
75
名
、
５
月
22
日
に
八

王
子
市
立
み
な
み
野
君
田
小
学
校
５
年
生
１
２

１
名
、
６
月
１
日
に
小
平
市
立
小
平
第
二
小
学

校
若
草
学
級
１
～
６
年
33
名
、
６
月
４
日
に
横

浜
市
立
羽
沢
小
学
校
５
年
生
84
名
、
６
月
８
日

に
八
王
子
市
立
み
な
み
野
小
学
校
５
年
生
95
名
、

６
月
13
日
に
東
村
山
市
立
化
成
小
学
校
５
年
生

96
名
、
６
月
14
日
に
横
浜
市
立
茅
ヶ
崎
東
小
学

校
４
年
生
１
４
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

佃
島
小
学
校
、
み
な
み
野
君
田
小
学
校
、
羽

沢
小
学
校
、
み
な
み
野
小
学
校
、
化
成
小
学
校
、

茅
ヶ
崎
東
小
学
校
の
皆
さ
ん
は
、
大
平
国
有
林

に
あ
る
森
林
ふ
れ
あ
い
館
で
、
森
林
や
林
業
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
、
丸
太
切
り
、
森
林
散
策

を
体
験
し
ま
し
た
。
谷
本
小
学
校
と
小
平
第
二

小
学
校
の
皆
さ
ん
は
、
伏
せ
焼
き
・
ド
ラ
ム
缶

焼
き
に
よ
る
竹
炭
づ
く
り
や
森
林
散
策
、
丸
太

切
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
森
林
散
策
で
は
最
初
、

森
林
の
中
に
入
る
の
を
怖
が
っ
て
い
た
子
供
た

ち
も
、
森
林
散
策
後
は
「
楽
し
か
っ
た
」
「
も
っ

と
歩
き
た
か
っ
た
」
等
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

学
校
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
人
数
が
多
い

た
め
、
職
員
だ
け
で
な
く
、
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
（F

S
S

）
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ

い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。F

S
S

と
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
協
力
し
て
も
ら
っ

て
い
る
方
た
ち
で
、
今
年
度
は
37
名
の
方
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。F

S
S

の
皆
さ
ん
に
は
、
子

供
達
へ
の
植
物
の
解
説
や
丸
太
切
り
の
指
導
な

ど
、
森
林
教
室
の
実
施
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
協
定
イ
ベ
ン
ト
】

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
定
を
締
結
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東
京

会
、
森
と
で
ん
え
ん
倶
楽
部
、DAIG

エ
コ
ロ
ジ
ー

村
、
森
と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
高
尾
パ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
５
団
体
と
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。
春
期
は
、
８
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
３
０
０
名
を
超
え
る
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
年
間
40
回
を
超
え
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

森林カレッジ（実習）

森林カレッジ（講義）

森林教室（森林散策）

協定イベント



私
が
勤
務
し
て
い
る
伊
王
野
森
林
事
務

所
は
、
栃
木
県
北
東
部
の
那
須
町
に
あ
り
、

那
須
町
と
大
田
原
市
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。
管
理
す
る
国
有
林
は
、
栃
木
・

福
島
・
茨
城
の
三
県
に
ま
た
が
る
八
溝
山

地
に
位
置
し
ま
す
。

「
伊
王
野
」
は
、
伊
王
野
氏
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
霞
ヶ
城
の
城

跡
公
園
に
咲
く
藪
椿
や
蓑
沢
の
彼
岸
花
群

生
は
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
国
の
重
要
文
化
財
の
金
銅
阿
弥
陀
如

来
立
像
を
安
置
す
る
専
称
寺
を
は
じ
め
、

多
く
の
寺
社
仏
閣
や
民
話
に
生
き
る
北
向

き
地
蔵
な
ど
も
あ
り
、
三
蔵
川
の
清
流
に

沿
っ
た
山
里
に
は
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が
ひ
っ

そ
り
と
息
づ
い
て
い
る
と
の
噂
も
あ
り
ま

す
。「

道
の
駅

東
山
道

伊
王
野
」
は
、

全
国
的
に
有
名
で
す
。
大
き
な
水
車
が
あ
っ

て
、
水
車
に
つ
な
が
る
石
臼
で
挽
い
た
、

お
い
し
い
そ
ば
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
道
の
駅
の
中
の
ま
つ
り
伝
承
館
に

は
、
11
月
２
・
３
日
に
行
わ
れ
る
伊
王
野

秋
祭
り
で
使
わ
れ
る
屋
台
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
田
原
市
両
郷
（
磯
上
）
に
は
推
定
樹

齢
３
０
０
年
以
上
、
幹
周
囲
４
．
３
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
17
メ
ー
ト
ル
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
巨
樹
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
開
花
の
時
期

に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。
昨
年
、
管
内
北
部
に
あ
る
旧

東
山
道
の
追
分
明
神
に
隣
接
す
る
国
有
林

に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
栽
し
ま
し
た
。
見
頃

を
迎
え
る
15
年
後
に
は
是
非
訪
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

当
地
域
は
、
昔
か
ら
林
業
が
盛
ん
で
、

良
質
な
八
溝
材
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

当
事
務
所
が
管
理
す
る
国
有
林
の
90
％
以

上
が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
、
主
伐

期
を
順
次
迎
え
て
い
ま
す
。
一
年
を
通
じ

て
伐
採
と
植
林
を
循
環
的
に
行
い
、
木
材

の
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
資

源
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
く
上
で
、
作

業
の
効
率
化
、
省
力
化
が
不
可
欠
な
こ
と

か
ら
、
福
島
県
境
の
山
神
国
有
林
で
は
、

伐
採
か
ら
、
地
拵
、
植
付
ま
で
を
高
性
能

林
業
機
械
を
使
っ
て
連
続
し
て
行
う
「
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。当

地
域
は
、
民
有
林
も
多
く
、
県
道
、

市
町
道
、
林
道
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て
、

林
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
一
方
で
、
沢

や
道
下
に
は
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
箇

所
が
多
く
、
片
付
け
が
大
変
で
す
。
ま
た
、

近
年
は
、
林
内
で
共
に
仕
事
を
す
る
人
手

の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
て
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
事
業
予
定
地
の

事
前
調
査
や
境
界
の
見
ま
わ
り
な
ど
の
業

務
は
、
近
隣
の
森
林
事
務
所
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
経
験
で
培
っ
た
技
術
や

知
識
の
あ
る
先
輩
方
と
現
場
に
行
く
機
会

を
生
か
し
て
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

当
森
林
事
務
所
に
来
て
、
１
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
先
日
は
、
隣
接
す
る
茨
城
県
大

子
町
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼
働

を
開
始
す
る
な
ど
、
地
域
の
木
材
需
要
に

大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
管
内
の
状

況
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
森
づ
く
り
、
木
材
供
給

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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